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高まる地政学リスクと日本の針路
新春特別フォーラム

●静岡県立大学グローバル地域センター 特任教授

1963年、中国南京市生まれ。94年、名古屋大学大学
院修士課程修了（経済学修士号取得）。
長銀総合研究所国際調査部研究員、富士通総研
経済研究所主任研究員、同主席研究員を経て、18
年より東京財団政策研究所主席研究員。
主な専門分野は開発経済、中国のマクロ経済。著書

に『中国「強国復権」の条件』（2018年慶應義塾大学出版会、第13回樫
山純三賞受賞）、『「ネオ・チャイナリスク」研究』（2021年慶應義塾大学出
版会）、ほか。

新春特別フォーラム新春特別フォーラム
高まる地政学リスクと日本の針路
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〒420-0839 静岡市葵区鷹匠3-6-1 もくせい会館2階 静岡県立大学グローバル地域センター
●TEL：054-245-5600　●https://www.global-center.jp　
●E-mail: glc@u-shizuoka-ken.ac.jp 

FAX・郵送先 FAX：054-245-5603 

下記の申込書に必要事項をご記入のうえ、2月6日（火）17：00までに、FAXまたは郵送にてグローバル地域センターまでお送りくださ
い。ホームページからもお申込みいただけます。なお、 定員となり次第、締め切ります。

＊FAX・郵便にてお申込みの方には、順次、参加確認の通知をしますので、御確認ください。ご記入いただきました個人情報につきましては、静岡県立大学が開催する講
演会のご案内に使用いたします。

参加申込書

柯　隆
（か りゅう）

●静岡県立大学学長

1940年生まれ。京都大学理学部卒業。2003年京都
大学第24代総長、その後国際高等研究所所長、京
都芸術大学学長を経て、2018年には静岡県公立大
学法人理事長に就任し、2021年4月より現職。地球
科学者で俳人。著書に『中国の地震予知』（NHKブッ
クス1978年）、『中国的地震預報』（中国社会出版社

2015年）、『季語の科学』（淡交社出版2021年）などがある。

尾 池 和 夫
（おいけ かずお）

●日本経済新聞　編集委員兼論説委員

1993年に慶応義塾大学法学部政治学科を卒業し、
日本経済新聞社に入社。
経済部や政治部で旧大蔵省や日銀、首相官邸、自
民党などを担当した。
中国に返還される前の香港を含め計10年以上、中華
圏に駐在。2017年から４年間は中国総局長として北

京を拠点に習近平政権の動向を報じた。
帰国後は経済部長を２年務めたあと、23年４月から編集委員兼論説委員
として中国経済に関する社説やコラム「風見鶏」などを担当している。

高 橋 哲 史
（たかはし てつし）

●前防衛大学校長、慶應義塾大学名誉教授

慶應義塾大学大学院修了後、1992年同大学法学
部教授、2007年法学部長。12－21年防衛大学校
長。日本国際政治学会・アジア政経学会理事長、
ハーバード大学・復旦大学・北京大学・台湾大学・ス
タンフォード大学の客員研究員を歴任。現在日本防衛
学会会長、富士通フューチャースタディーズ・センター

顧問。専門は現代中国論、東アジア国際関係。著書に『中国政治からみ
た日中関係』（岩波書店）、『防衛大学校』（中央公論新社）など。

國 分 良 成
（こくぶん　りょうせい）

●BNPパリバ証券株式会社　
　経済調査本部長チーフエコノミスト

1987年横浜国立大学経済学部卒業。住友銀行、大
和投資顧問、第一生命経済研究所を経て、2000年
より現職。2023年の日経ヴェリタス　エコノミスト人気
調査で3年連続、10回目の首位に選ばれる。2023年
7月より、東京大学先端科学技術研究センター客員上
級研究員。近著に『成長の臨界』、『グローバルインフ

レーションの深層』（共に慶應義塾大学出版会）、共訳にアラン・ブライン
ダー『金融政策の理論と実践』（東洋経済新報社）等。

河野龍太郎
（こうの りゅうたろう)

●株式会社国際経済研究所　研究部　主席研究員

1970年愛知県生まれ、1993年富士総合研究所入
社、2001～2003年台湾経済研究院副研究員兼務
（台北駐在）、みずほ総合研究所中国室長等を経
て、2018年より現職。2021年より明治大学経営学部
兼任講師。専門は中国・台湾経済、中台経済関係。
日本貿易振興機構、アジア経済研究所、経済産業研

究所、国際経済交流財団、東京大学未来ビジョン研究センター、日本国
際問題研究所、日本台湾交流協会等の研究委員を歴任。

伊 藤 信 悟
（いとう しんご）


